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♪勉強する意味と理由 （中部教育ラボより）

「成功しない人がいたとしたら、それは考えることと、努力すること、この２つをやら

ないからではないだろうか。」

トーマス・エジソンは、電話・蓄音機・電球などの現代人なら誰でも知っているような

物を多く発明しました。一見するとトーマス・エジソンの発明は天才的で優れた頭脳の賜

物のように思いますが、天才のイメージを変えるぐらいの努力の量もすごいのです。

それを表すエピソードですが、エジソンは【蓄電池の研究の研究の際には９０００回も

の実験を繰り返し失敗】しましたが、その際に「役に立たない材料が何千種類もわかった

ので良かった。」と発言しています。

また、電球を発明する際には【１万回もの失敗】をしております。しかしその際もエジ

ソンは記者に、「私は失敗したことがない。ただ、１万通りのうまく行かない方法を見つ

けただけだ。」と発言しています。

このエピソードから、エジソンはあきらめず努力ができたので、あれだけの発明がおこ

なえたのだと実感できます。

また努力を表す名言として、イチローさんの名言も紹介します。

「小さいことを積み重ねるのが、とんでもないところへ行くただひとつの道だと思って

います。」

そんなイチローの努力は、イチローの小学校の卒業文集で感じることができます。

「３年生の時から今では、３６５日中、３６０日は激しい練習をやっています。だから、

１週間で、友達と遊べる時間は、５～６時間の間です。そんなに練習しているんだから、

必ずプロ野球選手になれると思います。」

しかし、そんなイチローさんも高校時代では甲子園には出ましたが、ニュースに取り上

げられるほど大活躍をしていません。日々の努力が実を結んだのはプロ野球選手になって

からです。あとの活躍は日本中の人が知るところですよね。

努力をすることによって、努力をしない自分と差が出ることを知れば、勉強にスポーツ

等、今日からでも頑張りたくなります。



学年目標 「五つの心」

一「ハイ」という素直な心

二「すみません」という反省の心

三「おかげさまで」という謙虚な心

四「私がします」という奉仕の心

五「ありがとう」という感謝の心




